
⑴ 小学校算数科の実践と考察 

 

ア 授業の概要 

(ｱ) 期間 令和５年 10月 16日～11月２日 

(ｲ) 対象 小学校 第５学年（30名） 

(ｳ) 単元名 割合「比べ方を考えよう⑵」 

(ｴ) 単元の目標 

・ ある二つの数量の関係と別の二つの

数量の関係とを比べるとき、割合を用い

る場合があることを理解するとともに、

百分率を用いた表し方を理解し、割合な

どを求めたりすることができる。 

・ 日常の事象における数量の関係に着

目し、図や式などを用いて、ある二つの

数量の関係と別の二つの数量の関係と

の比べ方を考察したり、それを日常生活

に生かしたりすることができる。 

 ・ 二つの数量の関係の比べ方や表し方な

どを、図や式などを用いて考えた過程や

結果を振り返り、多面的にとらえ検討し

てよりよいものを求めて粘り強く考え

たり、数学のよさに気付き学習したこと

を生活や学習に活用したりしようとし

ている。 

 

 

 

 

 

(ｵ) 単元の評価規準 

【知識・技能】 

① ある二つの数量の関係と別の二つの

数量の関係とを比べる場合に、割合がい

つでも変わらない場合は割合を用いて

比べられることを知り、割合を用いて比

べることができる。（知①） 

② 百分率の意味について理解し、百分率

を用いて表すことができる。（知②） 

③ 比較量と基準量から割合を求めたり、

基準量と割合から比較量を求めたり、比

較量と割合から基準量を求めたりする

ことができる。（知③） 

【思考・判断・表現】 

① 日常の事象における数量の関係に着

目し、図や式などを用いて、ある二つの

数量の関係と別の二つの数量の関係と

の比べ方を考察し、場面にあった比べ方

を判断している。（思①） 

② 日常生活の問題（活用問題）を、割合

を活用して解決している。（思②） 

【主体的に学習に取り組む態度】 

① 二つの数量の関係に着目し、割合を用

いて比べることのよさに気付き、学習し

たことを生活や学習に活用しようとし

ている。（態①） 

(ｶ) 単元の指導計画 

単元の指導計画を表４に示す。 

 

時間 ねらい 
評価規準（評価方法） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１ シュートの記録を基に、二つの数量の関係の比べ方を考えるという単元の課題を設定する。 

２ 
倍の意味を基にして、割合を用いた二つの数量の関

係の比べ方を図や式を用いて考えることができる。 
 

・思① 
（適用問題・振り返り） 

・態① 
（行動観察） 

３ 百分率や歩合の意味とその表し方を理解する。 
・知② 

（適用問題・振り返り） 
  

４ 
比較量は、基準量×割合で求められることを理解す

る。 
・知③ 

（適用問題・振り返り） 
○思① 

(行動観察・適用問題 ) 
 

５ 
基準量は、比較量÷割合で求められることを理解す

る。 
・知③ 

（適用問題・振り返り） 
・思① 

(行動観察・適用問題 ) 
 

６ 学習内容を適用して問題を解決する。 
・知①②③ 

（授業プリント・行動観察） 
  

７ 学習内容を適用して問題を解決する。 
〇知①②③ 

（授業プリント・行動観察） 
  

８ 
和や差を含んだ割合の場合について、比較量を求め

ることができる。 
・知③ 

（適用問題・振り返り） 
○思② 

(行動観察・適用問題 ) 
 

９ 学習内容を適用して問題を解決する。 
・知①②③ 

（授業プリント・行動観察） 
  

10 
割合で学習したことを生活や学習に活用しようとす

る。 
  

○態① 
（行動観察・振り返り） 

表４ 単元の指導計画 

 

・は指導に生かす評価、〇は記録に残す評価 

 



資料１ 振り返りシート（抜粋） 

 

 

 

 

表５ 用意する学習材 

 

 

 

 

イ 手立ての具体 

 (ｱ) 手立て① 

 本単元では、手立て①について、児童の興

味・関心、特性、学習到達度に合わせた学習

材と学習方法を設定することとした。 

 詳細について以下に示す。 

a 児童の興味・関心、特性、学習到達度に

合わせた学習材 

児童が、学び方を選択しながら学習を進め

ることができるよう、表５のとおり、全児童

が取り組む学習材と、児童の興味・関心、特

性、学習到達度に合わせた学習材を用意する。 

 

 

全
児
童
が
取
り
組
む
学
習
材 

授業 

プリント 

毎時間、全ての児童が取り組む

プリント。（内容は、教科書の問題

と同一） 

興
味
・
関
心
、
特
性
、
学
習
到
達
度
に
合
わ
せ
た
学
習
材 

解説動画 

算数の苦手な児童が授業プリ

ントに取り組めるよう、立式の仕

方や重要なポイント、計算の仕方

などを教師が解説した動画。 

解説 

プリント 

算数の苦手な児童が一人で授

業プリントに取り組めるよう、授

業プリントのヒントを簡潔に示

したプリント。 

板書写真 

前時の板書を振り返りたい児

童がタブレット端末 でいつで

も見ることができるよう、ドライ

ブ上に保存し他者真データ。 

発展問題 

タブレット端末で、いつでも取

り組むことができるさまざまな

難易度の問題。 

説明問題 

タブレット端末の動画撮影機

能を使って、自分の考えを説明す

る問題。 

体験 

コーナー 

シュートゲームや宝くじなど、割

合が日常に使用されていること

を実体験できる場所。 

 

ｂ 児童の興味・関心、特性、学習到達度に

合わせた学習方法 

児童が、学び方を選択しながら学習を進め

ることができるよう、児童の興味・関心、特

性、学習到達度に合わせた学習方法を児童に

提示する。 

・ 児童が誰と学習を進めるかを選択する。

（一人で、友達と、先生と） 

 

 (ｲ) 手立て② 

 本単元では、手立て②について、振り返り

シートを用いて、毎時間、目標と学び方を振

り返る場面を設けることとした。 

 児童が自分の学びを調整しながら、学習を

進めることができるようにするために、振り

返りシート（資料１）を用意する。 振り返

りシートには、単元と本時の目標が書かれて

おり、目標に対する到達度と本時の自分の学

び方（学習材、学習方法）について振り返る

ことができるようにする。 

 毎時間、振り返りの時間を設けることで、

次の授業において、児童が自身の学習到達度

に応じて学習材等を選択しながら課題解決

に近づくことができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｳ) 手立て③  

 本単元では、手立て③について、発展問題

や説明問題、体験コーナーなどに、難易度の

高い課題を設定することとした。 

 本単元において、難易度の高い課題は、児



資料２ 割合デジタルマップ 

資料２ 割合デジタルマップ 

童の学習到達度の差を考え、どの児童にとっ

ても簡単すぎず、難しすぎない問題である必 

要があると捉えた。 

 そこで、算数が得意な児童から、苦手な児

童までを想定し、全 30 問を『割合デジタル

マップ』（資料２）で示し、発展問題や説明

問題、体験コーナーなどから、児童が選んで

取り組むことができるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｴ) １時間の授業の流れ 

手だて①～③を用意した上で１時間の授

業を、問題の確認→めあての設定→授業プリ

ント→自分で学びを選択→まとめ→振り返

りの流れで行った。（図１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 手立ての妥当性と課題の考察 

 

(ｱ) 手立て① 

ａ 分析資料・分析方法 

・ 録画記録による行動分析 

・ 単元終了後の聞き取り 

 

ｂ 結果と考察 

第３時では、Ａ児、Ｂ児、Ｃ児に表６のよ

うな行動が見られた。 

 

 

表６に示したとおり、授業プリントに対し

て、Ａ児は一人で問題に取り組んでいるが、

Ｂ児、Ｃ児は、自力で考えることをせず、解

説動画を見ながら学んでいる。また、録画記

録の行動分析から、全 29 人中 24 人（82％）

の児童が、Ｂ児、Ｃ児と同様に解説動画を見

て学んでいたことが分かった。 

解説動画は算数が苦手な児童を想定して

用意した学習材であり、授業プリントにある

問題を丁寧に解説してあるものであるが、中

には、算数の得意な児童５名が含まれていた

ことからも、児童のほとんどが自分の学習到

達度に応じていない学び方をしている状況

が見られた。 

その要因の１つとして、教師が学習到達度

に合った学習材について、児童に説明してい

なかったことが考えられる。解説動画は、算

数の苦手な児童を対象とした学習材である

ことを児童が理解していれば、「自分には必

要ない。」と判断していたと考える。  

 そこで、第４時の導入で、教師が児童に対

して、自分の力に合わせた学習材、学習方法

で問題に取り組むことを促した。「自力」「友

達と相談」「解説プリントを見て」「教科書を

Ａ児 

⑴ 一人で、授業プリントに取り組む。 
⑵ 一人で、解説プリントと解説動画

を確認し、問題に正解する。 
⑶ 仲が良い児童と宝くじの当たる確

率を体験するコーナーに取り組む。 

Ｂ児 

⑴ 授業プリントに対して、自力で考
えることなく、解説動画を見て正解
する。 

⑵ 一人で発展問題に取り組む。 

Ｃ児 

⑴ 授業プリントに対して自力で考え
ることなく、解説動画を見て正解す
る。 

⑵ 仲が良い児童と体験コーナーのゴ
ムの伸び率を比べる問題に取り組
む。 

表６ Ａ～Ｃ児の行動（第３時） 

学習材 

学習方法 

難易度の 
高い課題 

振り返り 

図１ １時間の授業の流れ 



見て」「インターネットで調べて」と、学習

材をどのような場面で、どのように用いれば

よいのかという学習材を用いる基準を示す

ようにした。 

その後の第５時におけるＡ児、Ｂ児、Ｃ児

について、更に１人ずつ分析、考察をする。 

 

Ａ児 

 第５時では、Ａ児は資料３のような行動が

見られた。 

 

資料３ Ａ児の行動（第５時） 

⑴ 一人で、授業プリントに取り組む。 
⑵ 前時に使用した授業プリントを見て正解す

る。解いている途中で、近くの児童と途中経
過を見せ合う。 

⑶ 一人で、発展問題に取り組む。その際、前
時と本時で用いた授業プリントを見ながら解
く。 

※ Ａ児は授業終了後の休憩時間に説明問題に
取り組んでいる。 

 

資料３から、Ａ児は授業プリントを解く際、

一人で解いたり、友達と相談したりしながら

解いていること、更に授業プリントが終わっ

た後、発展問題を選択し、課題解決に近づい

ていたことが分かる。 

 

資料４ Ａ児の単元終了後の聞き取り 

（質問）「解説プリントはどういうときに使っ
たん？」 

（回答）「ちょっと分からないなというときに
前のプリントや解説プリントを見
ました。」 

（質問）「見たら分かるようになった？」 
（回答）「はい。」 
（質問）「発展問題や説明問題を取り組んでど

んなこと感じた？」 
（回答）「発展問題は、いろいろな問題があ 

って楽しかったです。説明問題をや
ってみて説明するとその分、頭にし
み付くとか、自分でよく分かった感
じがしました。」 

  

さらに、単元終了後の聞き取り（資料４）

の下線部の発言から、分からない時に自分に

合った方法を選んで解いていることが分か

る。 

 以上のことから、Ａ児は興味・関心、特性、

学習到達度に合わせて、学習材・学習方法を

選びながら、課題解決に近づいていたと考え

られる。 

 

Ｂ児 

 第５時では、Ｂ児は資料５のような行動が

見られた。 

 

資料５ Ｂ児の行動（第５時） 

⑴ 一人で、授業プリントに取り組む。 
⑵ 先生に授業プリントを提出するが計算ミス
を指摘され、修正し正解する。 

⑶ 後ろの児童に「教えてほしい」と声を掛けら
れ、解き方を伝える。 

⑷ 他の児童のところに行き、解き方を伝える。 
⑸ 一人で、発展問題に取り組む。 
⑹ 他の児童と相談しながら説明問題を解く。 

 

資料５から、Ｂ児は授業プリントを一人で

解いた後、発展問題に一人で取り組んだり、

他の児童と説明問題を取り組んだりしてい

ることが分かる。このことから、Ｂ児は学び

方を選択しながら課題解決に近づいていた

ことが分かる。 

 

資料６ Ｂ児の単元終了後の聞き取り 

【単元終了後の聞き取り】 
（質問）「たくさんの学習材があったけど、授業

を受けてみてどうだった？」 
（回答）「今回、自由に勉強するものを選べるの

はよかったです。まず、その日の問題
を解いて、そのあとその問題と同じよ
うな他の問題もできるし、違った問題
にも取り組めるから。」 

（質問）「たくさんの発展問題や説明問題に取り
組んでいたけど、それはどうして？」 

（回答）「発展問題をやろうと思ったのは、いろ
んな問題をして、テストで 100 点を取
ろうと思って。自分の力のためにやろ
うと思いました。説明問題をやろうと
思ったのは、どういう説明をしたら、
相手がよくわかるかということも考え
られるし、説明問題で自分も勉強にな



るから。」 

 

 さらに、単元終了後の聞き取り（資料６）

の下線部の発言から、力をつけるために発展

問題や説明問題などの学習材を選んで学習

を進めていたと考えられる。 

 以上のことから、Ｂ児は興味・関心、特性、

学習到達度に合わせて、学習材・学習方法を

選びながら、課題解決に近づいていたと考え

られる。 

 

Ｃ児 

 第５時では、Ｃ児は、資料７のような行動

が見られた。 

 

資料７ Ｃ児の行動（第５時） 

⑴ 一人で、授業プリントに取り組む。 
⑵ 前時までの授業プリントを見返す。 
⑶ 解説プリントを見て、立式する。しかし、

割り算の筆算ができず、答えが出せない。 
⑷ 教師が支援に入り、割り算の筆算の仕方を

聞いた後、一人で考える。 
⑸ 教師と割り算の筆算の仕方を確認しなが

ら、問題に正解する。 
⑹ 仲が良い児童のところに行き、相手の授業

プリントを見ながら、自分の解き方を説明す
る。 

⑺ 仲が良い児童と体験コーナーの、どのゴム
が一番伸びるかを確かめる問題に挑戦する。 

⑻ 予想と異なる答えが出たため、測定し直し
て本当か確かめようとする。 

 

資料７から、Ｃ児は、前時までの授業プリ

ントを見たり、解説プリントを見たり、先生

に聞いたりしながら授業プリントに取り組

んでいる。また、友達と体験コーナーに行っ

て学んでおり、学び方を選択しながら課題解

決に近づいていることが分かる。 

 

資料８ Ｃ児の単元終了後の聞き取り 

（質問）「問題を解くとき、一番分かりやすいと
思ったのはどんな方法？」 

（回答）「一番分かりやすかったのは先生に聞く
ことです。」 

（質問）「先生がおらんときどうした？」 
（回答）「先生がおらんかったら、友達に聞きま

した。人に教わる方が分かります。」 
（質問）「発展問題や体験コーナーなど、やって

みてどうだった？」 
（回答）「楽しかったです。特に、どれが一番伸

びるかを考えるものが面白かったし、
シュートゲームも面白かった。」 

（質問）「先生が全体に教えるのを聞きながら進
める授業と、自分で学び方を選んで行
う授業は、どっちが自分に合っている
と思う？」 

（回答）「先生が前で一人教えるよりも、自分で
学習するものを選んでやるほうがやり
やすいです。やり方がいろいろあって、
自分に一番合うものを探したり、先生
に聞いたりできるので。」 

 

さらに、単元終了後の聞き取り（資料８）

で下線部のように発言していることから、自

分に一番合う学習材や学習方法を探して学

びを進めていることが伺える。 

 以上のことから、Ｃ児は興味・関心、特性、

学習到達度に合わせて、学習材・学習方法を

選びながら、課題解決に近づいていたと考え

られる。 

 

ｃ 手立て①の妥当性と課題 

 児童の興味・関心、特性、学習到達度に合

わせた学習材や学習方法を設定することは、

児童が学び方を選択しながら学習を進める

ことができるようになることに有効であっ

たため、手立て①の妥当性が示されたと考え

る。 

 一方で、第３時の行動から、多様な学習材

を用意するだけではなく、全ての児童に対し

て、学習材をどのような場面で、どのように

用いればよいのかという基準を示す必要が

あると考える。 

 

(ｲ) 手立て② 

ａ 分析資料・分析方法 

・ 録画記録による行動分析 

・ 振り返りシートの記述分析 



ｂ 結果と考察 

Ａ児 

 Ａ児の第２～５時の行動と振り返りシー

トの記述は、表７のようになった。 

 

表７ Ａ児の行動と振り返り（第２～５時） 

 行動 振り返り 

第
２
時 

⑴ 一人で、授業プリ
ントに取り組む。 

⑵ 席が近くの児童の
ところへ行き、２人
で解き方を相談し、
問題に正解する。 

自分で考える
ことができた。一
人で答えを出す
ことができなか
った。だからもっ
と教科書とかノ
ートとかを見た
方がよかった。 

第
３
時 

⑴ 一人で、授業プリ
ントに取り組む。 

⑵ 一人で、解説プリ
ントと解説動画を確
認し、問題に正解す
る。 

⑶ 仲が良い児童と宝
くじの当たる確率を
体験するコーナーに
取り組む。 

私は解説プリ
ントを見ました。
解説プリントと
動画だと動画の
方が分かったか
ら次は動画を見
ることにします。
先に予想して問
題を解いたので、
それを続けたい
です。 

第
４
時 

⑴ 一人で、授業プリ
ントに取り組み、式
や答えの予想を立て
て考え、その後正解
する。 

⑵ 仲が良い児童と発
展問題に取り組む。 

⑶ 困っている児童と
発展問題に取り組
む。 

自分で考えて
できた。前とちが
って一人で答え
まで出せた。前の
学習を使って求
めることができ
た。前の反省を生
かせた。 

第
５
時 

⑴ 一人で、授業プリ
ントに取り組む。 

⑵ 前時の授業プリン
トを見ながら、問題
に正解する。 

⑶ 前に座る児童に解
き方を教える。 

⑷ 一人で、発展問題
に取り組む。 

今日は前の授
業プリントを見
て問題を解いた。
授業プリントを
見たらできると
いうことは、前の
学習を覚えてい
ればできるとい
うことだからも
っと今度からが
んばりたいです。 

 

 色付き部分は、その時間の学び方を振り返

って次の時間に学習材・学習方法を変更する

など学び方を調整していることが伺える部

分である。Ａ児は、第２時の振り返りで「も

っと教科書とかノートとかを見た方がよか

った。」と振り返り、第３時の授業で解説プ

リントや動画を見ながら自分の考えを確か

めている。第３時の振り返りでは、「先に予

想して解いた。」という学びを次に生かした

いとし、実際に第４時で予想して問題を解い

ている。第４時の振り返りでは、「前の反省

を生かせた」と書き、次の第５時でも「前の

授業プリントを見て解いた」と記述している。

第２～５時まで、Ａ児は学習材・学習方法を

振り返り、次時の学び方の選択に繋げている。 

このことから、Ａ児は、毎時間の学習材・

学習方法の振り返りによって学び方を調整

しながら課題解決に近づいていたと考える。 

 

Ｂ児 

 Ｂ児の第２～５時の行動と振り返りシー

トの記述は、表８のようになった。 

 

表８ Ｂ児の行動と振り返り（第２～５時） 

 学び方 振り返り 

第
２
時 

⑴  一人で、授業プリ
ントに取り組む。 

⑵ 解説動画を見て正
解する。 

⑶ 隣の児童と答えの
確認をする。 

⑷ 仲が良い児童と体
験コーナーのシュー
トゲームに取り組
む。 

⑸ 仲が良い児童と体
験コーナーのゴムの
伸び率を比べる問題
に取り組む。 

数直線を書い
ていろいろな方
法の仕方で解く
ことができまし
た。割合＝比べら
れる量÷もとに
する量が分かり
ました。これ以外
にもたくさんの
問題を解いてみ
たいと思ってい
ます。 

第
３
時 

⑴ 授業プリントに対
して、自力で考える
ことなく、解説動画
を見て正解する。 

⑵ 一人で、発展問題

今日は動画を
見て学びました。
今日は、動画を観
たら、÷100 をし
たり×100 して



に取り組む。 
 

求めるというこ
とが分かりまし
た。 

第
４
時 

⑴ 一人で、授業プリ
ントに取り組む。 

⑵ 前時の授業プリン
トを見て内容を確認
する。 

⑶  後ろに座る児童
に、分からないとこ
ろを聞く。 

⑷ 一人で、発展問題
に取り組み、ときど
き隣の児童に相談す
る。 

自分の力で学
ぶことができま
した。一生懸命学
習できました。今
日の目標は全部
達成できました。
できなかったこ
とはありません
でした。 

第
５
時 

⑴ 一人で、授業プリ
ントに正解する。 

⑵ 後ろの児童に教え
てほしいと声を掛け
られ教える。 

⑶ 他の児童のところ
に行き教える。 

⑷ 一人で、発展問題
に取り組む。 

⑸ 仲の良い児童と説
明問題に取り組む。 

今日は自分の
力で学びました。
☐を使って、式が
できる。今日の目
標は全部達成で
きました。 

 

 Ｂ児は、第２～５時まで、目標と学び方に

ついて、振り返ることができている。第２時

の学習で、「これ（授業プリント）以外にも

たくさんの問題を解いてみたい」と振り返り、

第３時には、今まで取り組まなかった発展問

題に取り組んでいる。 

 Ｂ児は第３時の振り返りと第４時の振り

返りがつながっていないが、これは第４時の

最初に自分の力に合わせた方法で問題を解

くことを教師が促したからであると考える。 

 第４時では、「自分の力で学ぶことができ

ました。今日の目標は全部達成できました。」

と振り返り、第５時でも自力で問題を解くこ

とで、正解することができている。第２～５

時まで、Ｂ児は学習材・学習方法を振り返り、

次時の学び方の選択に繋げている。 

このことから、Ｂ児は、毎時間の学習材・

学習方法の振り返りによって学び方を調整

しながら課題解決に近づいていたと考える。 

Ｃ児 

 Ｃ児の第２～５時の行動と振り返りシー

トの記述は、表９のようになった。 

 

表９ Ｃ児の行動と振り返り（第２～５時） 

 行動 振り返り 

第
２
時 

⑴ 解説プリントを見
ながら、授業プリン
トに取り組む。 

⑵ 割り算の筆算の仕
方を、先生に聞く。 

⑶ 解説動画を見て正
解する。 

⑷ 仲が良い児童と体
験コーナーのシュー
トゲームに取り組
む。 

できたことは
答えを出せたこ
と。比べられる量
÷もとにする量。 

第
３
時 

⑴ 授業プリントに対
して自力で考えるこ
となく、解説動画を
見て正解する。 

⑵ 仲が良い児童と体
験コーナーのゴムの
伸び率を比べる問題
に取り組む。 

動画を見て学
びました。ほとん
どできて楽しか
ったです。比べら
れる量÷もとに
する量、百分率が
分かった。 

第
４
時 

⑴ 一人で、授業プリ
ントに取り組む。 

⑵ 前時の授業プリン
トを見て問題に取り
組む。 

⑶ 前時の黒板の写真
を見る。 

⑷ 教科書を見て正解
する。 

⑸ 仲が良い児童の所
へ行き、解き方を助
言する。 

⑹ 仲が良い児童が発
展問題に取り組む様
子を見る。 

⑺ 自分の席に戻り、
発展問題に一人で取
り組む。 

今日は、20%＝
0.2 が分からな
くて、教科書を見
ました。 

できなかった
のは、式を出すこ
と。比べられる量
＝もとにする量
×割合を次に生
かしたいです。 

第
５
時 

⑴ 一人で、授業プリ
ントに取り組む。 

⑵ 前時までの授業プ
リントを見返す。 

⑶ 解説プリントを見
て、立式する。しか

今日は先生に
教えてもらいま
した。式と割り算
の仕方を忘れて
いたので、覚えた
いです。…③ 



し、割り算の筆算が
できず、答えが出せ
ない。 

⑷  教師が支援に入
り、割り算の筆算の
仕方を聞いた後、一
人で考える。 

⑸ 教師と割り算の筆
算の仕方を確認しな
がら、問題に正解す
る。 

⑹ 仲が良い児童のと
ころに行き、相手の
授業プリントを見な
がら、自分の解き方
を説明する。 

⑺ 仲が良い児童と体
験コーナーの、どの
ゴムが一番伸びるか
を確かめる問題に挑
戦する。 

⑻ 予想と異なる答え
が出たため、測定を
し直して本当か確か
めようとする。 

次は、式の出し
方を頑張りたい
です。 

 

 Ｃ児は、第２～５時を通して、振り返りを

書くことができている。また、次の時間、前

の時間と学び方を変えながら学習を進めて

いる。しかし、振り返りを生かして次の時間

の学習材・学習方法など学び方を調整すると

いうつながりを見ることができない。例えば、

第４時の振り返りから、教科書を見て学習し

たことが伺えるが、第５時では教科書を見て

学習をしていない。また、「基準量×割合＝

比較量」の式を生かしたいとしているが、第

５時の学習ではその式をもとに、「□×割合

＝比較量」と基準量を求めることができてい

ない。 

 その要因として、Ｃ児が自分に合っている

学習方法や学習到達度を客観的に理解する

ことができていないことに対して、教師が個

別の支援を講じることができなかったこと

が考えられる。 

 そこで教師は、児童だけに振り返りをさせ

るのではなく、教師が児童の学習到達度を見

取って、児童に合った学び方を伝えることが

必要であると考えた。 

 

ｃ 手立て②の妥当性と課題 

 振り返りシートを用いて、毎時間、目標と

学び方を振り返る場面を設けることは、児童

が自分の学びを調整しながら学習を進める

ことに概ね有効であったため、手立て②の妥

当性が示されたと考える。 

 一方、自分の学習到達度を客観的に捉える

ことが難しい児童に対しては、児童だけに振

り返りをさせるのではなく、教師が児童の学

習到達度を見取って、児童に合った学び方を

伝えることが必要である。 

 

(ウ) 手立て③ 

ａ 分析資料・分析方法 

・ 録画記録による行動分析 

 

ｂ 結果と考察 

 Ａ児 

 Ａ児にとって難しいと思われる発展問題

を解いていたのは、第４時であった。そのと

きに取り組んでいた問題は資料９、会話は資

料 10のとおりである。 

 

資料９ Ａ児が第４時に取り組んだ問題 

発展問題 
 Ａの魚とＢの魚は、もともと 520 円でした
が、今魚屋で安く売られています。Ａの魚は
100円引き、Ｂの魚は２割引きです。 
問１ 今の値段が安いのはＡとＢ、どちらの魚

ですか。 
問２ 今の値段は、ＡとＢで何円ちがいます

か。 

 

資料 10 Ａ児の第４時の発話記録 

C1「これ結構難問？」 
Ａ「うんたぶん。」 
Ａ「これがなんなんかね？比べられる数？」

…① 
C1「これ？比べられる数じゃない？えっと、２

割引きだから、0.2。Ａでしょ。」 
Ａ「Ｂ？」 



（C2が来る） 
C2「ぜったいＢでしょ。」 
Ａ「Ｂだって。あの――」 
C1「Ａじゃないん？」 
Ａ「Ａは、520円から 100円安いから 420円で

しょ？２割って 0.2。」…② 
C1「520の２割引きって 400？」 
C2「そう、だって２割じゃん。」 
Ａ「そうなん？」…③ 
C2「これで違ったら怒ってくれてもいい！」 
（C1児が、Ｂの方が安く 20円の差があると回

答し、×と表示される） 
C1「違うみたい。」 
Ａ・C2「えー？」 
（ここで、授業のまとめの時間になる） 

 

 Ａ児が取り組んだ発展問題は、「割引」の

問題であり、第８時の学習内容を理解しなけ

れば解くことができない問題である。つまり、

第４時の段階ではＡ児にとって難しい問題

であると考えられる。下線部①、②の発話か

ら、問題文に示される数が比較量であるか確

認したり、自分の考えの過程を説明したりし

て、他の児童と答えを導こうとしていること

が伺える。また、③のように他の児童の考え

を理解しようとしていると考えられる姿も

見られる。 

 このことから、Ａ児にとって難易度の高い

発展問題があったことで、Ａ児は他の児童と

関わり合いながら課題解決していると考え

られる。 

 

Ｂ児 

 Ｂ児にとって難しいと思われる問題に取

り組んでいたのは第２時と第４時であった。

まず、Ｂ児が、第２時に取り組んでいた問題

は資料 11、会話は資料 12 のとおりである。 

 

資料 11 Ｂ児が第 2時に取り組んだ問題 

体験コーナー（シュートゲーム） 
・ ２～４人で玉入れをしましょう。 
・ 赤玉の子は、合計３回投げられます。 
・ 白玉の子は、合計４回投げられます。 
 シュートがいちばんよく成功したのはだれ
ですか？割合を求めて決めましょう。 

 

資料 12 Ｂ児の第 2時の発話記録 

（全員（４人）がシュートをした後） 
Ｂ「誰が一番割合高い？」 
C3「C4と私は同じで、３回で。」 
C4「うん、同じ」 
C3「１個入った。」 
C5「でＢと私は、４回投げた。」 
Ｂ「私は４回中１回入った。」 
C5「私は４球中２個じゃけど、３球だったら１

個ってことになる。」 
Ｂ「私は 1回しか入ってないんよ。」 
C3「あっ、そうか C5は半分。」 
C5「でも私は 1球減らしたら１個しか入ってな

いことになる。」…④ 
Ｂ「でも４球じゃん。いいよ。」…⑤ 
C3「C5は、半分！私と C4が 3球中１個で半分

以下。Ｂちゃんは？」 
Ｂ「４回中１回で半分以下。で、いちばん成功

したのが半分の C5じゃない？」 …⑥ 
C3「でも問題文に割合を求めてってある。」 
C4・C5・Ｂ「えー！？」 
Ｂ「え、でも求められるんじゃない？」 
C3「誰か紙持ってない？」 
C4「ない！手で表そう！」 
Ｂ「じゃあ、C5が、２÷４で、0.2！0.2覚え

ておいて！」…⑦ 
C3「で、0.3、0.3（自分と C4を指しながら。）」 
C5「えっ、でもそうしたら自分の方が低い。」

…⑧ 
Ｂ「あれー？」 

 

 Ｂ児が取り組んだ、体験コーナーは、シュー

トゲームであり、第２時の学習を活用しなけれ

ば解くことができず、第２時の序盤では、Ｂ児

にとって難しい問題である。誰が一番シュー

トがうまくいったかを比べる中で、④のよう

に、C5 児の誤った考え方をＢ児が⑤のよう

に訂正したり、⑥のように助言したりしてい

る。また、Ｂ児が⑦のように答えを誤ってし

まったが、C5児が⑧のように発言し、正解が

何かを考え直そうとしており、お互いに助言

し合いながら学習を進めていると考えられ

る。 

 続いて、第４時に取り組んだ問題は資料 13、

会話は資料 14 のとおりである。第４時、Ｂ

児は発展問題に一人で取り組み、分からなか

ったため、隣の児童に相談しながら問題を解

いていた。 



資料 13 Ｂ児が第４時に取り組んだ問題 

発展問題（教科書レベル） 
 さやかさんのクラスでは、むし歯がある人が
７人います。これは、クラス全体の人数の 
20％です。さやかさんのクラスの人数は、何人
ですか。 

 

資料 14 Ｂ児の第４時の発話記録 

（C6の児童の席に行き） 
Ｂ「できない。C6できた？」 
C6「うん。」 
Ｂ「教えて。」 
（自分の席に戻り） 
Ｂ「これかけ算？割り算？ていうか比べられる

量が７人だよね？」 
C6「えっと、まず、小数に直して？」 
Ｂ「20％は 0.2。」 
C6「で、クラスの人数を求めるから、多くなる？

少なくなる？」 
Ｂ「どういうこと？」 
C6「虫歯の人が７人だから、クラスの人数はそ

れより多くなる？少なくなる？」…⑨ 
Ｂ「多くなる。」 
C6「だったら、７÷0.2 をして。」 
Ｂ「なんで割り算になるん？」 
C6「それで計算したら正解した。」 
Ｂ「でもなんで割り算なん？」…⑩ 
C6「うーん。」 
Ｂ「もうちょっとやってみる。」 

 

 資料 14の会話の後、Ｂ児は一人で資料 13

の発展問題に取り組み、正解していた。 

 その要因として、⑨の発言で、Ｂ児は虫歯

の人数とクラスの人数の大小を比較すると

いう新たな視点を得ることができ、７人より

も答えは多くなるということを理解してい

ると考えられる。更に、C6 児の説明では、立

式の意味が分からず、⑩のように聞き返して

いる。 

 このことから、Ｂ児にとって難易度の高い

発展問題があったことで、Ｂ児は他の児童と

関わり合っていたと考える。 

 第２時と第４時のＢ児の姿から、難易度の

高い問題があったことで、Ｂ児は他の児童と

関わり合いながら課題解決していると考え

られる。 

 

 Ｃ児 

 Ｃ児に取って難しいと思われる、体験コー

ナー（シュートゲーム）に取り組んでいたの

は第５時であった。そのときに取り組んでい

た問題は資料 15 と会話は資料 16 のとおり

である。 

 

資料 15 Ｃ児が第５時に取り組んだ問題 

体験コーナー（シュートゲーム） 
 目の前に、長さのことなるＡ 、Ｂ、Ｃ、Ｄ、
Ｅ、Ｆの 6種類のゴムがあります。どのゴムも
のびる割合が違います。 
 のびる割合がもっとも大きいのはどのゴム
でしょうか。また、2番目に伸びる割合が大き
いのはどのゴムでしょうか。 

 

資料 16 Ｃ児の第５時の発話記録 

Ｃ「これ前はＤだったんよ、確か。」 
C7「えー、ＥとＤじゃない？」 
Ｃ「あっ、これ（２番目）も考えんといけん。」 
C7「これ（Ｄ)と、これ(Ｅ)。・・・んー？これ

（Ｂ）と、これ（Ｄ）？えー。」 
Ｃ「自分は、ＤとＣ。・・・でもこいつ（Ｂ）

伸びんよ。」…⑪ 
C7「えー。」 
Ｃ「えっ、これＥとＤ確定やん！」 
C7「じゃあ見るで。正解は・・・Ｄ！もう一つ

は？」 
Ｃ「Ｃこい！」 
C7「Ｆ！？」 
Ｃ「えっ、これ！？」 
C7「うそだー。」 
Ｃ「ちょっと測ろう、ちょっとやってみて。」 
（C7がＦのゴムを伸ばす。） 
C7「えー、やば。えー。絶対ウソだあ。Ｅの方

が絶対長いって。えっ、これ（Ｆ）伸びる
ん？」 

Ｃ「これちょっとだけ短い。Ｃも長くない？」 

 

 このあと、もう一度ゴムの伸びた長さを測

って、伸びる割合を求めようとしていたが、

時間になったので教室に戻った。 

 Ｃ児は、ゴムの伸び率を比べる際、C7児と

お互いの予想を伝え合ったり、答えが自分達



の予想とどうして異なるのかを一緒に考え

たりしている。C7児が、正解がどれか悩んで

いるとき、⑪のように自分の予想を伝えたり、

実際に試したＢは伸びなかったことを助言

したりしている。  

このことから、Ｃ児にとって難易度の高い

体験コーナーがあったことで他の児童と関

わり合いながら課題解決していると考えら

れる。 

一方で、Ｃ児と他の児童との会話の内容は、

正解は何かを伝え合うだけに留まっており、

Ｃ児の考えが深まったとは言い難い。 

その要因の１つとして、教師が児童一人一

人の思考を見取っていなかったことが考え

られる。児童一人一人の思考を見取るための

１つの方法として、例えば、振り返りシート

に、「○○の問題に取り組んだ。△△だと思っ

たけど違った。」と書かせることが有効だと

考える。その振り返りシートの内容をもとに、

児童生徒の思考を読み取り、「～をしてみて

はどうかな？」と振り返りシートにコメント

を残したり、次の時間に該当児童に声を掛け、

話を聞いて適宜助言したりすることが考え

られる。学級全体で、同じような振り返りが

見られた場合は、全体で「練り上げ」の時間

を取ったりするなどの方法も考えられる。 

 

ｃ 手立て③の妥当性と課題 

 説明問題や発展問題、体験コーナーなどに、

難易度が高い問題を設定することは、児童が

関わり合いながら課題解決することに有効

な場面が見られ、手立て③の妥当性が一部示

されたと考える。 

 一方、考えの深まりが生まれるようにする

ために難易度の高い課題を設定するだけで

はなく、児童がどのような思考をしているか

を振り返りで見取り、次の時間に個別に助言

をしたり、必要に応じて全体で「練り上げ」

の時間を取ったりする必要がある。 

 


